
一般会計 　

関西事務所活動運営費

○人件費 一般職１人 8,444千円

統計調査費

○人件費 一般職１人 3,969千円

○基幹統計調査事業 4,950千円
統計法に基づく統計調査を実施しました。

・２０１５年農林業センサス ・平成２６年工業統計調査 ・平成２６年全国消費実態調査

「成果」 各種統計調査を計画どおり実施できました。
「課題」 統計法において、調査への報告は義務化されているものの、個人情報保護への

意識の高まりから、調査拒否をなされるケースが増えています。
統計調査員の確保が困難になってきています。

○プレミアム付「ことうら商品券」発行事業 21,000千円
　 全額繰越

○ことうら体験事業 2,000千円　全額繰越

○ことうら商品販路開拓事業 6,800千円　全額繰越
　
○海外への販路開拓事業 　 500千円　全額繰越

○琴浦町起業支援事業 3,000千円　全額繰越
　
○外国語標記看板設置事業 6,800千円　全額繰越
　
○ワールドトレイルズカンファレンス事業 1,000千円　一部繰越
　　ワールドトレイルズカンファレンス鳥取大会実行委員会への負担金

負担金　201千円　　799千円繰越
「成果」　Ｈ27ＡＴＣおよびＨ28ＷＴＣへ向けて実行委員会で協議を行いました。
「課題」　ｲﾍﾞﾝﾄを一過性のものではなくｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ観光におけるﾘﾋﾟｰﾀｰの確保を図ります。

○名探偵コナンミステリーツアー事業 300千円　全額繰越

担当課決算額

款

決　　算　　額

目 2 8,856千円 8,444千円
款

8,444千円

最終予算額

担当課決算額

目 2 地方創生先行型事業費

5

担当課決算額

総務費

地域住民生活等緊急支援のた
めの交付金事業費

項 7 最終予算額 決　　算　　額

0千円

地域消費喚起・生活支援型事業
費

2 総務費
項 1 総務管理費

8,856千円

款 2
最終予算額

20,400千円 201千円

款 2 総務費

地域住民生活等緊急支援のた
めの交付金事業費

7 決　　算　　額

目 1 62,200千円 486千円

項

決　　算　　額最終予算額

8,919千円1 8,929千円
2 総務費

目

項 統計調査費
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48,500千円 201千円

担当課決算額 21,000千円

8,919千円8,929千円

【商工観光課】



一般会計 　

○人件費 一般職５人 30,723千円

○大型共同作業場管理運営 16千円
施設の維持管理（火災保険料）を行いました。

「課題」 耐用年数（補助事業）経過後には、無償譲渡を検討する必要があります。

○同和対策雇用促進協議会 18千円
人権・同和対策雇用促進協議会の事務費を執行しました。

年間研修会

その他の事業
・就職差別撤廃に向けた企業訪問（白雪食品鳥取工場　株式会社ソルヘム）

「成果」 年2回の研修会を通じ、労働者における人権等について学ぶことができました。
「課題」 研修会等への参加者が固定、減少してきているため、参加の促進を図る必要が

あります。ワークライフバランス等の内容を研修に盛り込んでいくことが重要です。

○中小企業小口融資 6,242千円
町内の中小企業の運転、設備に要する経費に対して審査会で審査し、融資を行い経営の

安定を図りました。（審査員報酬を含む）  審査会は年１回実施しています。
●金融機関への預託による融資実行実績

「成果」 融資を行うことにより、経営の安定化及び設備投資を支援することができました。
「課題」 景気低迷に伴い他の融資制度が充実しているため、利用が減少しています。

○商工業の振興 18,260千円
マル経融資の利子補給補助の創設など、商工関係団体等へ支援することにより、

商工業の振興を図りました。また、琴浦グルメストリートにブランド化事業を委託した
ことにより、グルメの町としての地域活性化が図れました。

委託料 ・琴浦ブランド化推進委託料 4,500千円
補助金

・商工会補助金 6,500千円
・労務改善協議会補助金 487千円
・雇用促進奨励助成金（延べ24名分） 4,800千円
・小規模事業者経営改善資金利子補給補助金 884千円

「成果」 各種事業への支援策を行うことにより、商工業の振興を促進することができました。
「課題」

【商工観光課】

決　　算　　額
款 6 商工費

項 1

31,666千円目 1

最終予算額商工費

担当課決算額

商工総務費 31,737千円

30,757千円

款
25,075千円

30,827千円

研修会

期日 内容

項

3月3日

2

計
1
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486千円

6
決　　算　　額

24,502千円

25,075千円

預託金額

担当課決算額

理事会、総会及び研修会6月23日

継続融資（同和） 940千円

件数

商工費

4,816千円継続融資
種別

商工振興費

24,502千円

最終予算額

目

1

年度融資
6,242千円

商工費

少子高齢化に伴う景気の低迷が懸念され、グルメ等による地域経済の活性化が必要です。



一般会計 　

○育児休業促進事業補助金 1,900千円

「成果」 実績　0件　育児休暇取得後の申請のためＨ27に実績があがる見込みです。
「課題」 各企業への制度周知が必要です。

○白鳳祭 4,265千円
・第24回白鳳祭を開催するにあたり白鳳祭実行委員会へ補助を行いました。 3,908千円

・備品購入（会場提灯）　　　　357千円

「成果」
「課題」

○観光振興 17,793千円
観光関係のイベント、観光パンフレット印刷、観光看板の設置、観光情報発信業務の

委託、観光関係団体への負担金等の補助を行い、観光の振興を図りました。

交付団体
八橋振興会、とっとり梨の花広域観光協議会、県観光連盟、大山遭難防止協会、

大山国立公園協会　他

委託料
・観光情報発信業務委託料 6,500千円
・観光パンフレット・ポスター印刷業務 930千円
・ウォーキング大会実施委託料 732千円

工事請負費
　 ・海岸周辺観光案内看板設置工事 2,348千円

「成果」 観光ビジョンの２年目として海岸周辺看板整備や観光パンフレットの増刷を
行いました。

「課題」 観光ビジョンを基に一層の観光振興を図ります。

○一向平キャンプ場の管理と清掃活動事業 4,899千円
施設の管理と環境美化に努め、周辺自然環境を保全し、キャンプ場利用者、大山滝や

中国自然遊歩道来訪者の利便を図りました。また、一向平山開きを実施して観光の振興を
図りました。　　　入込客　13,816人

「成果」 一向平森林保全協会に委託することにより、現場の状況に迅速に対応できました。
「課題」 大山滝等の自然景観だけでなく、食も含めた広報活動を行う必要があります。

住民参加型・協働による運営方法を検討する必要があります。

　開催日：平成26年8月3日　場所： 東伯総合公園　　　　参集人数：約５，０００人

－4-3－

53,708千円

商工費
【商工観光課】

53,708千円

決　　算　　額

担当課決算額 55,176千円

款 6 商工費
項

目 3 55,176千円

0千円

観光費

商工費 最終予算額

商工振興費（繰越明許）
款 6 商工費

項 1 最終予算額 決　　算　　額
目

地域の芸能・文化を再認識する場を設け、地域への誇りを持つための機会を作りました。

　育児休業の取得促進を図り、従業員の仕事と育児の両立をバックアップする事業所に支援するも
のです。

担当課決算額 1,900千円 0千円

1

2 1,900千円



一般会計 　

○船上山管理運営 6,559千円
船上山の山頂休憩舎、さくらの里トイレ、茶園原休憩所等の施設の維持管理を

行いました。　　　　　　　入込客　25,966人

「成果」 各種団体に委託することによって、現地の状況をいち早く知ることができました。
「課題」 手入れ不足な面、修繕が必要な箇所が多々見受けられます。

安心して登山、散策ができるよう努める必要があります。

○道の駅ポート赤碕運営管理事業 4,145千円
施設の維持管理を適切に行いました入込客：約33万人

「成果」 維持管理を適切に行うことによって、施設の利便性の向上に努めることが
できました。

「課題」 山陰道から、一旦国道９号線に降りてきてもらえる要因の１つになる必要が
あります。

○船上山さくら祭り運営事業 1,747千円
第23回船上山さくら祭りを開催するにあたりさくら祭り実行委員会へ補助を行いました。
　開催日：平成26年4月27日　場所：船上山万本桜公園　参集人数：約2,700人

「成果」 県内外より多くのお客様に来場していただくことで、文化・経済・観光の振興が
図れました。

「課題」 来場者の駐車場の確保を検討する必要があります。

○物産館ことうら管理運営 12,364千円
琴浦ＰＡ内「物産館ことうら」の施設の維持管理を適切に行いました。

入込客：約27万人

「成果」 イベント開催等により誘客を図れました。
「課題」 行楽シーズンが終わると売上が減少するため、誘客増加の対策を検討する必要

があります。

○旧中井旅館管理運営 133千円 （利用料　0千円）
施設の管理と運営を適切に行いました。

「成果」 観光振興、高齢者の交流の場としての利用促進が図れました。
「課題」 施設が老朽化しており、今後の適切な維持管理が必要です。

○まんが王国推進事業 1,803千円
まんが王国とっとりの建国にあわせ、マンガ「琴浦さん」とのタイアップ事業をスタート

させました。アニメ放送等による反響もあり、多くのファンが来町され、琴浦町を全国へ
ＰＲすることができました。

タイアップ事業
・「琴浦さん」タイアップ委託事業（冊子増刷） 432千円
・「琴浦の水」ラベル製作委託業務 247千円

「成果」 これまで琴浦町を知らなかった方にＰＲができ、全国アニメファンへＰＲ
することができました。

「課題」 アニメ放送が終わり人気のピークを過ぎている中、ゆるく長いタイアップを
目指していきます。

【商工観光課】
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一般会計 　

○地域活性化基金 18千円
地域活性化基金の利子を基金に積み立てました。

○国際交流の推進 3,760千円
国際交流コーディネータを中心に日韓交流を軸に国際交流の推進を図りました。

「成果」 交流先である麟蹄郡と交流促進を図りました。
「課題」 現在の文化交流をどう発展させるか検討が必要です。

行政主体の交流から民間主体の交流へシフトに努めます。また、学校間交流の
推進に努めます。

○きらりタウン定住促進事業 632千円
環境共生モデル住宅団地「きらりタウン赤碕」の販売を促進し、住民の定住化により地域

振興を図りました。
・きらりタウン赤碕定住促進謝礼金　　　600千円（100千円×6件）

「成果」 6件の入居がありました。
「課題」 継続したPRが必要となるため、さらに販売の促進を図ります。

○八橋ふれあいセンター管理 703千円
施設を維持管理し地域住民の交流の場として活用し、地域の活性化を推進しました。

「成果」 八橋振興会へ指定管理し、施設の維持管理に資することができました。
「課題」 施設の老朽化に伴う、修繕が懸念されます。

○三本杉ふるさと分校管理 119千円
施設を維持管理し地域住民の交流の場として活用、活性化を推進しました。

「成果」 三本杉ふるさと分校管理委員会指定管理し、施設の維持管理に資する
ことができました。

「課題」 施設の老朽化に伴う、修繕が懸念されます。

○バス交通対策 56,466千円
町内統一１００円運賃バス路線の運行と広域バス路線の維持により生活路線の維持

確保等を行いました。
・バス交通対策補助（日ノ丸自動車）　8,837千円
（倉吉～赤碕広域路線）
・町営バス運行委託料（日ノ丸自動車）　46,139千円

「成果」 町内バス路線の運行と広域バス路線の維持により生活路線を維持確保しました。
「課題」 町営バス路線を含む適正な新交通体系の検討を行います。

地域振興費

決　　算　　額

目 4

【商工観光課】

最終予算額

担当課決算額 74,069千円

款
項 1
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74,069千円 73,509千円
商工費6

73,509千円

商工費



一般会計 　

○交流ネットワーク事業 338千円
農水産物等の地元特産品を詰めあわせた、ふるさと宅急便を企画し、県内外にＰＲ・販売し

地元産品の販売促進を図りました。
・「ことうら三昧ふるさと便」　販売個数580個
「成果」 本町特産品を県外に送り出すことで、知名度向上に貢献しました。
「課題」 さらなる中身の充実、新規購入者の開拓を目指さなければなりません。
琴浦会会員相互の親睦及び情報交換を図り、併せて本町の発展・活性化に寄与することを

目的に活動を行いました。
・琴浦会会員数　約125人
「成果」 会員へ町報や事務局だよりを毎月送付し、ふるさとの情報を提供しました。
「課題」 会員が年々減少しており、会員のメリットを検討しなければなりません。

会員へは、町のアドバイザーとして活動を期待します。

○日韓友好交流公園管理運営 5,033千円
日韓友好を推進するため国際交流の象徴ならびに観光資源として有効活用するために

施設の管理運営を行いました。
また、日韓友好交流公園「風の丘」及び日韓友好資料館・物産館が、平成２３年４月１日に

「恋人の聖地」に認定され、新たな来館・来園者の獲得に向け取組を進めています。
平成２６年度入館者数：１１，３３４人

「成果」 日韓友好交流促進ウィークイベントを行い韓国文化の紹介、体験コーナを設け
集客に努めました。

「課題」 継続した取組が必要です。日韓友好交流資料館の年間計画を策定します。
また、資料館内の展示物の入替をし、資料の充実を図らなければなりません。

○移住定住促進事業 5,869千円
琴浦町へのIJUターン者に対し、所要の助成措置を講ずることにより、町外からの移住による

人口の増加と定住の促進を図りました｡また､地域の活性化及び空き家の増加に伴う過疎化､
環境の悪化等を防止する目的で、IJUターン希望者へ提供する空き家の登録を推進しました。

・移住定住奨励金　　2,950千円
・IJUターン相談会の開催（７月・９月・１月（大阪）、７月・１月（東京））
・とっとり田舎暮らし体験ツアー開催(１１月１５～１６日　１１人参加）
・コトウラ暮らし体験ツアー開催（１０月２５～２６日　１２人参加）

「成果」 空き家を利用して5世帯が移住されました。
（福岡1件・島根1件・北海道１件・県内2件）

「課題」 県外でのIJUターン相談会に積極的に参加し、継続したPRが必要です。
IJUターン希望者に対応する空き家登録件数の増加に努める必要があります。

○コトウラ暮らしお試し滞在住宅事業 571千円 （利用料　262千円）
お試し住宅の維持管理を行いました。
「成果」 安心して居住していただくため生活用備品、セキュリティーの警備管理を整えた

お試し住宅を開設し、コトウラ暮らしを体験してもらいました。（７組１７人利用）
「課題」 県外者へ積極的にＰＲを行い、年間を通した利用促進を図ります。
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一般会計 　

○企業誘致推進事業費 6,524千円
大阪市北区梅田の鳥取県関西本部内に「琴浦町関西事務所」を開設して職員１名を

配置しました。
町内への定住促進活動、観光スポットのＰＲ、そして販路開拓・拡大等さまざまな活動

を行い、町の活性化に取り組みました。

「成果」　①企業立地関係　
・県（町内）進出企業、守口門真商工会議所との連携強化
・琴浦町企業立地パンフレットを作成しました。
　②移住・定住促進関係　
　・IJU定住Big相談会等への積極的参加による移住・定住促進を実施しました。
　③観光振興関係
　・観光エージェント回りによる、観光プラン化→観光客誘致を図りました。
　④販路開拓関係
　・神戸市東灘区内郵便局と連携して神戸森郵便局内で

琴浦町物産展を開催しました。

「課題」 上記①から④をさらに推進します。

　

○返納金 210千円
Ｈ23・24年度鳥取県移住定住推進交付金を返還しました。

　

－4-7－

【商工観光課】

款 6 商工費
項 1 商工費 最終予算額 決　　算　　額

担当課決算額 7,366千円 6,524千円

目 5 企業誘致推進費 7,366千円 6,524千円

目
担当課決算額 210千円 210千円

款 12 諸支出金
項 1 諸費

国県支出金返納金 210千円 210千円
最終予算額 決　　算　　額

1


